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しく使つで上まに節約 
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このたびは、コ□ナ5ミをストーブ'をお買いあげ 
いただき、まことにありびとラごさいました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになつた後ちお使い(こなるちびい 
つでち見られる巧に r 保誰書」-「工事説明書」 
となに大切に保管しでください。 


□ 特にを意しでいただぎたいこと 

(まをのために必すお守りください） - 1〜3 

回使用する場所-3 

含■部の咨称 4〜5 

□ 使用前の準備- ろ〜7 

回使巧ち法（使い方）-7〜11 

回巧ま装置--11 

Q その他の装置-12 

回日常の点検.を入れ-13〜14 

回定期点検-14 


巧] 故障•異常の見分け方と処置ち法一15〜16 


田部品交換のしかた- 

旧保管（長期間使用しない場合) 

函化お- 

圧]アフターサービス- 

困提えがけ- 
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給排気筒をが、す 
点検しで<がい 












































































國賴说 I してりただきたり;:と(豬のために ( g ずぶ則くだをい) 

广 この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや化の人々への危害や財産へ 
損善を末がに防止するためじ、いろいろな給表示をしでいます。その表示と意陈は;夕のよラになっています。内容をよ 
く理解しでから本文をお読みください。 

/|\ この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が死じ、重傷を負ラ危険、または乂がの危 

£! \ I 识険び差し迫っで生じることび想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負ラ巧能性、または乂がの 
/ • \ ^ に] 巧能性び想定される内容を示しでいます。 

了 この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物的損害の発生び想 

定される巧容を示しでいます。. 


給表示の例 


A 

基 


么記号はミ主意を促す的容か*あることを告げるちのでず。 

図の中に具体的なを意の容(左図の場さは一般的なミ主意)び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に員体的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)が描かれでいます。 
©記号は巧為を指示するの容を告げるちのでず。 

國の中に具体的な指示の容(左図の場合は電源プラグをコン忆ントからおいでくだ 
さい)び描かれでいます。 



告 ( WARNING ) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶规こ使巧 
しないでください。 

乂巧の原因になります。 


給排気筒トップ閱そくを険 

給が気筒トツプの周りが雪でふさび I 
れたままで使巧しないでください 。 C 
ふさびれでいるときは、除雪しで 
ください。閱そくしでいると運祗 
中じ排ガスび室のにちれで、 _ 

危険です。 ち 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や が 

空気取入 □ をふさびないでく f | 

跨さい。 -( 

巧類、紙などでふさぐと、乂 A 

がの原因(こなります。 ^ 


(§) 


の 



0 


給排気筒外れ危険 

給排気筒（管、ホース）か’がれ 
たまま使用しないでください。 
外れていると運語かに排ガス 
び室のにちれで、危険です。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しな 
いで < ださい。 

巧類び落下しで火びつさ、火 
災の原因になります。 


スプレー吿厳禁 

スブレーちや力たットこんろ 
用ボンベなどを、温風のあたる 
ところに放置しないでください。 
熱で定の圧力が上がり、 

爆発しで危険です。 


力— テン. 可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを 
おブけないでください。 

火がか’発をするおそれか’ありク〜 
ます。巧燃物との離隔距離に 
ついでは標準据巧け図例 12/ 

に1ぺージ)を参照しでください 。I 


么を意に AUTION) 

ミ禁止 い fr \ f 給油時消乂 

/( \J / V V 給油は、必すミ肖乂してからぉ 
A い孤 I こなつでくださし、。 、 

乂がのおそれがあります。 I 



瘤 》®* 


誠 












么ま意 (CAUTION) 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使 
用しないでください。 

異常燃焼のおそれか’ありまず。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部 
(ストーブ前面のグリルの周のや 
枠上部前面など)、給排気筒トップ 
に字などふれないでください 。I 
やけどのおそれびあります。 







0 


腰をかけたり、物をのせないで 广 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。 、— 

機器のが障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないで 
ください。水がかかると漏電や故障のおそれびあります。 



電源コードを傷めない f =^ jO . 

電源コードに無理な力をり日え \\) 

たり、物を狮ないでくださ 寸^^:^^^ 

し、。また、電源プラグをおくミ^ 

ときは、コードを持って引き 

おかないでください。乂災や感電の原因になります。 


長期間使用しないときは電源プラグをおく 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必す 
電源プラグを]ンたントから抜いでください。 g こ 
乂災やず想しない事故の原因になります。 


巧油の保管 

の■油は、乂気、雨か、ごみ、高温および直射曰光 
をさけた揚巧に保管しでください。 

方ソリンなどといつしよに保管しないでください。 
誤つで使巧すると異常燃焼や义がのおそれびあり 
ます。 


フイルタをはずしての運転禁止 

巧流巧送風機のフイルタをはすしたが態で運範し 
ますと、カーテンなどを巻きこんで火がになるお 
それびあります。 

またまなどふれるとけびをずるおそれがあります。 


電源の接続 

電源は適正配線された華相100 V のコンたント 
がは使巧しないでください。凳熱•発乂の原因に 
なります。輩源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱-発乂の原因になります。 


〇 


分解修理の禁止 

が障•破損したら、使巧しな 
いでください。 

不完全な修理は、危隙です。< 


温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

低温やけどや脱が症がになる 
おそれびありまず。 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブ 
や給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを取り巧 
けないでください。 

义ぶや排ガスび室のにちれる原因となり危険です。 


電源プラグは確実に差しこむリ^ 

電源プラグはコン t ントに根元まで確実に 
差しこんでください。また、傷んだプラグが 
やゆるんだコンたントは使巧しないで 
ください。火災の原因になります。く 
めれたまでの巧き善しはしないでください。 

感電の原因になります。 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを旅き、ほこりおよび金属 
物を除ましでください。 

ほこりか’たまると湿気などで絶縁不良になり火が 
の原因になります。 


変質な油禁止 

変質な油、不純な油（巧れたな油、水の混じって 
いるな油など）を使巧しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれか‘あります。 


0 


〇 


〇 


0 


0 


0 


指や棒を入れないで 

温風の出□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

ケガや乂巧の原因になります。 


初めてお使いになるときの注意 

のめでお使いになるとさは、耐熱塞料などれ’焼ぎ 
巧くまで煙と賣いか’出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなってください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場さか‘蓄えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


0 


〇 













么注意 (CAUTION) 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 ■ 

給排気筒 h ップの巧く【こ、なミ由やな燃物など 
引乂のおそれのあるちのを置かないでください。 

火災のおそれか’あります。 


お願い （NOTICE) 

機器を廃棄ずるときのミ主意 

な油の廃棄 

ス1-ーブを廃棄処分するとさは、定油面器のな油を 

巧ミちの廃棄処分は、巧油をお買い巧めになった 

抜き取っでください。 （14 ベージ） 

販売店にごホ目談ください。 

灯油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 


思わめ事おじなるおそれびあります。 

V 

- ^ 




使用ずる場所 


ストーフ''をを全に使用するためには、場所の選定かづけ！]です。 

安全に使用ずるために 




•マントルピースなどに据え巧ける場合は、標準据え付け例にしたびってく 
ださい。（陵21ぺージ） 


•標高力《1 500 m が上の揚巧では使巧しないでください。高地で使巧される 
場合は調整び必要です。 

(空気の濃度わ夕薄いため、燃焼に必要な空気か‘不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長給排気で使巧の場さ 


をご覧ください。） 



参温室、飼育室、乾燥室などでは絶が使巧しないでください。 
♦温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでください。 


効果的に使用ずるために 


•窗の下や壁面に設置 

♦が気に接する窓の下や 
壁面に置くと、冷気び 
ストーブで暖められ、 

温風としで巧流します 
ので効果的です。 



温風の循環を巧ばないで 

• I ごミま意 I 温風の化□の前面に障害物を置 
かないでくださし、。 

障害物があると、部屋の温度にむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で危険です。 



♦温風吹お□側の空間を広くとれる揚巧を還んでください。 
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各部の名称 


，夕懼図 



構造図 


巧流巧送風機(巧部) 

放熱器 

スクルトン 

燃焼 U ング(内部） 

燃焼巧送風機 

フレーム□ッド 

ポツトバーナ 

気化筒(内部） 

過熱防止装置 
(サーモスタット） 


操作部-表示部 
定油面器リたットボタン 



本体固定を具 

を側おふた 

給排気筒本体 
給排気筒ふた 
給排気筒トップ 

給気ホース(内部） 

排気管おけ検知巧 U —ド線 
(内部） 



機巧サ ー S スタ(巧部) 

過熱防止装置 
(まをサーモスタット） 

を側板ふた 

プリント配線板 

電極(点乂ブラヴ） 

電磁ポンプ(内部） 

イヴナイタ 

定油面器(巧部） 

巧農自動消乂装置 


a 









操作部 • 表示部の名称と働き 


※イラストは説明のため全部表示したが態にしであります。 


おやずみ 1 時間運短キ’ 


おやすみ1時間タイマー運 
転をじツト•解除をするとき 
に巧します。 


おやすみ1時間 
運輯中 


操た音 t ツト：ピツ 
解陈：ププツ 
(豚10ページ） 



たーブ運おキ I 


t— ブ運輯の iz ット 
•解像をするときじ巧しまず。 


じーブ運輯中 


国 


操巧音たツ S :ピツ 
解除：プブツ 
(厮8ベージ） 


白動運巧キ， 


ルームサーモ tz ンサーじよ 
る自動運転で暖房するとき 
に巧します。 


微か/义力切換牛 I 


自動運輯力^ら微か/字動にょ 
る固定火力運範にのりかえ 
るときじ押します。 


[W 旧1 




デジタル表示部に設定温度 
と室内温度か’表示されます。 
操作音じット：ピッ 
エラー：ピピッ 
(0^ 7 • 8ぺージ） 


デジタル表示部に、「し〇」 
び表示されます。 

操作音 

微か/火力切換 t ツト：ピツ 
乂力 t ツト：ピツ 
Lo t ツト：ブツ 
(0^7 • 8 • のぺ—ジ） 



おはよ5タイマーキ 


おはよラタイマー運転を 1Z 
ットするときに巧します。 
運輯中に巧すとおはよラタ 
イマー待機状態になります。 
おはよラタイマー待機中は 
デジタル表示部に現を時刻 
が表示されます。 


のおはよラタイ 7— 
運転を 


操た音じツト：ピツ 
解除：ブブツ 
(軟9ページ） 


チヤイ J レド□かクキ 


チヤイルド□ツクの它ツト • 
辭除をずるときじ押します。 
チヤイルド□ツク時、デジタ 
ル表示部に IT ♦び表示され 
ます。 

操巧音 t ツト：ピツ 
解除：ププツ 
(豚10ぺージ） 


現を時刻合せおよび、おは 
よラタイマー時刻含せの設 
定切りかえをします。 

巧すごとに「現を時刻」「現在 
時刻合せパタイマー時刻合 
せ」の順番に切りかわります。 
5砂が上操作か’ない場合は、 
初期表示に戻ります。 

操作音巧す：ピッ 
戻る：ブブッ 
(厭9 • 10ぺージ） 


温度を変えるとぎに巧しま 
す。 

操作音 

十/温度を上げる：ピツ 
—/ 温度を下げる：ブツ 
(瞬8ぺージ） 


現を時刻、おはよラタイマ 
一時刻を含ねせるとさに巧 
します。 

操作音 

時/時合わせ：プッ 
分/分合わせ：ピッ 
(陳9ページ） 


運転•停止をするとさに押し 
ます。 


点な 

燃焼中 

(它ーブ肖义中ち点な） 

点滅 

予熱中 


(ず熱完3後自動点义） 

早い点滅 

何かの原因で S 動消义 

操作音 

運輯：ピッ 


停止：ブプッ 


(傾=7 . 8 • 10 ‘ のぺ—ジ) 


•劇町。 

•信電や電源 コー ドをおいでち、設定温廈や設定した固定义力およびたーブ運転 
は、記憶しでいます。 






























燃料は必ず'な油 （ J 旧1看な油）を使巧しでください。 

•1^ 警告 I ガソリンなど揮発性の高いミちは、乂災の原因になりますので絶巧に使用しないでくださし、。 
参控 J 主意 I 密質な油、巧れたな油、かの混じっているな油などは、拖巧に使巧しないでください。 
♦12^ を意 I 口油は、必す义気.雨か.ごみ.高温および直射曰がをさけた場所に保管しでください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます 

(乂の気のない所でおこなつでください。) 



灯油は 
めれたまま 


》《を 


涵 


ガソリンは 
すぐ乾く 


変費'な油•不純灯油とは • 


0 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
なミあ 



0 

硬 


長巧間曰巧に 
あたる巧や溫 
度の高しげ巧に 
保管したな油 


容器のみたが 
開けであったり、 
乳白をのポ U 
容器で保管し 


た'灯油 



水-ごみやな 
'油ながの'庙が 
ほんのねすか 
でち湿入した 
灯油 



か•ごみ’ガソリン’ 
■姐•巧巧な • 
でん/巧ら巧… 


♦極度に変質したち 
のは、黄色味がか 
ったり、すっぱい 
臭いびします。 

♦必すなミを用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•ロミちはシーズン中 
に使いさりましよラ。 


■変質な油や不純のミ由を使巧すると… 

•ミ由の程度(こちよりますか’、燃焼不房をおこしたり、ストーブの損傷を旱め、故障の原因になります。 
♦? j < やごみび送油経路に流れこみ、燃焼不良や着义不良の原因になります。 

■万一変質なミをや不純な油を使巧したとぎは… 

♦お買い求めの販売店または、お巧くのコ□ナお客様ごホ目談お□にご連絡ください。 


•変質な油、不純な油か‘原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保 i をの対象がとなります。 
♦変質な油の処理でお困りの場合は、な油をお買いずめの販荒店にご相談ください。 



油 



お迪器具 


进 ffl 計 


送組バルブ 
化グージ 
化巧ぎパルブ 


■系台油の際の手順とま意 

♦送ミ由パルプを閱じで給ミ由□ふたをはすし、巿販の給ミ由器具で灯油を給油し 
でください。 

油量計の計び「満」をさしたら給油をやめでくださし、。 

•給ミを□ふたを必すちとどおりに確実にしめでください。 

♦給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■給油□ふたは、確実に締めてください。 

■こぼれた灯油はよ < ふをとって < ださい。 


■燃料切れの注意と空気抜きの方法 
'油タンクを空にしないよラを意しでください。 

♦ミ由タンクを一旦空にしますと、送';由経路内に空気か’たまり、正萬に送油か•できなくなることか*あります。 
このよラな場合は;欠の順摩で空気抜ぎをしでください。 



1•油タンクに給油します。 

2. ス1-ーブのゴム管□から、 Zf ム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでから zr 厶製送油 
管をちとどおりにストーブに取り付けます。 

(油がこぼれないように容器を巧意しでください。） 




















運転開始前の準備と確認 


■定油面器のセット、取扱上のミ主意 

♦初めで使巧するとぎやシーブン初めには、ち側板ふたの巧から定ミを面器リじット 
ボタン（/赤色）を下にがしでください。 

0リたツトボタンは据え付け時やシーズン初めに操作します。ス I ブ本体に強 
い衝擊をちえたり異常力《あったとぎ凶がは、特に操作する必雲はありません。 

ち一、点乂操作後な;'由び出すにモニタサイン rrri またはび表示される 
よラな場合はリたットボタンを巧しでください。 

♦リたットボタンは乱暴に扱ったり、巧したままの状態には絶规こしなしでください。 

■送油経路の油漏れの確認 

•油タンクや送油管の接合部などからミ由漏れか*ないか確認しでください。 

■電気配^の確認 

• 松ミま意1 電源プラグをコン它ントに根巧まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

IA 涵 電源プラグ•コードの発熱.発义を防ぐために..， 

•電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンたントを使巧しでください。 

♦電源コードは、遠中で接続したり延長コードの使巧.他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

参雲か’発をしたときは、電ろ部品を損傷するおそれが'ありますので、電源プラグをコンたントから扳いでください。 




運乾開始（点火) 


養聲||||||畔/义力切換キ-で、「自動 J 。字動」にょる固定劾運転の設定びできます。ご希望の運輯 

乂順序) 運輯ボタンを J 甲してください 






み運転ランプび点織します。 

ク 

H 乂力調節「自動運乾」の場合 
自動運転キーを巧して r 自動」にします 

♦デジタル表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 （0^ 室温の調節8ページ） 
♦ルームサーモたンサーじよる自動運乾となり、設定室温に自動調節されます。 
(ルームサーモたンサーは、できるだけ部屋の温度をげ表できる位置に取り巧けで 
ください。） 

みす熱び完3すると運輯ランプび、点減から点なに変わり自動点乂し温風が出ます。 

ま動運転にしたいときは •• • 微少/乂力切換キーを巧してください 

■乂力調節「手動による固定火力運転」の場合 
微少/乂力切換キーを押して r 固定乂力」にします 

•デジタル表示部に、 「 LoJ び表示されます。 

•す熱か‘完3すると自動点义し、温風か‘出[ます。 

♦微か/义力の換キーを巧すごとに、 「 Lo 一 1 一2 
-^3 一4一 Hi 一 LoJ の順番で祝りかわります。 

♦ご希望の乂力に合わせ使巧しでください。 

(0^ 义力調節 8 ベージ） r>Lo 一 1 一 2 一 3 一 4 一 Hi-i 

の順番に义力が切りかわります。 





【が 

/8| 


剛■团 a 


自動運転にしたいときは••-自動運転キーを押してください 


参着义時、放電音と同時に着乂音を発することびありますび、異常ではありません。 

SS 作觀夕て S 雜赢款にょ。テ胃び崇ィヒしますが、約2分かかります。 












••, ，.•一】 


室温の調節（自動運転) 


操作部の义力調節のき動運輯キーを巧しで「自動 J にすると、ルームサーモじンサ ー( こよる自動運転となり、設定室 
温に自動調節されます。デジタル表示部に設定室温が表示されますので巧のよラに調節しでください。 

♦温度設定キー「+」尉申すたびに1ですつ上びります。（上限30で） 


が:^^化 

I コツ fp I 次力の巧/ 

麵國 )(1 


♦温度設定キ ー「一 J 剧甲すたびに1でずつ下びります。（下限10で） 

か0で設定の場台は自動のに t ーブ運転ランプび点なし、 t - ブ運転となります。 
(設定室温を11でな上に上げると它ーブ運飯ランプか•消なし、じーブ運転び 
自動的に辭除されます。） 


セ ーブ運転 _ 

义力調節「自動」運転時に、微か义力でち室温か’設定室温より上昇する場合、設定室温より約2で上昇すると白動的 
に消义し、設定室温まで下びると点火動作に入ります。これをくり返ずことで、むだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 

♦温度設定キーによりご希望の室温に設定します。 

ただし、10で設定時は自動的に t — ブ運輯になります。 

セーブ 運転 キーを 押してください 

♦じーブ運輯ランプび緑色に点なし、じーブ運輯になります。 

辭除するときは••’再度、セーブ運転キーを巧してください 

•じーブランプび消なし、たーブ運輯び辭除されます。 


•た■—フ'運転中に運臨を停止し、再び運転を再開したときは、たーブ選転をおこないまず。 





乂力調節（手動によ る固定乂力運乾） 

室温設定によるき動運転の他に、お巧みの义力で暖房ずるま動义力運範び巧能です。巧のよラにしでください。 



運転停止（消乂) 


微少/乂力切換キーを押してください 

•「自動」運乾中から微か/义力の換キーを1回巧すと、「|_0」（微か乂力)になります。 
♦微か/乂力祝換キーを巧すことにより 「 Lo 一 1 一2一3一4一 Hi 一し〇」の順番で 
火力び祝りかわります。 

♦ 3 妙な上操作しないと、自動のに义力を確定します。押し続けによるキーの受け 
巧けはおこないません。觸作の繰返しで H め、ら Lo にのりかわったときは、操作 
音びピツ音からブッ音に変わります。） 


ストーブの据え付けや給排気筒の設置条件 

正常燃焼 > 


青し、巧の中にかし黄色い巧び混じっている 


で、炎は多か変化します。 





•炎のが態は、青い炎の中にいくらかの 



黄色い炎啸义)び混じつでち異常では 



ありません。 



Q 肖乂順唐) 



運乾ボタンを巧してください 

♦運輯ランプび消なします。 

ぶ消义後は本体の部が;を却するまで送風を継続し、約10分をに巧流巧送風機力 《 停止 
します。 

• Fa ま意 1 2曰が上家をあけるなど長期間使南しない場合は、運転か*完をに停 
止しでから醒源プラグをコンたントから巧いでください。 

♦が出のとぎは、必す運転を停止(消乂)しでください。 

A 運転停止後、燃焼室び冷却するまで電源プラグを抜かないでください。ちし抜 
きますと、ス I ブ本体の温度が上昇し、ストーブ故障の原因となります。 












現在時刻の含ねせかた 



時計音せ 


:午前日時1ち巧に合わせる場合 


「時」キーを巧しで"午前6 : 00" にします。 


♦初めで使巧するときや、電源プラグをおいたときは、デジタル表示部は 
「- J び表示されます。 

•操作部の表示切換キーを押しで「時計合せ J にします。 

現在時刻または「 一- : -- _!び表示されます。 

夕 

参 I ■時 j •「分 J キーを押しで現な時刻を合わせます。 

1回がずごとに「時」は1時間、 I ■分 J は1分間進みます。 

巧し続けじよるキーの受けほ■けちおこないます。 


•[分」キーを押しで"午前6 :1 5" にしまず。 


( げ巧が 

I 午のに - nn 拍がが ■ 

；わ . UU I 


温度/時刻合せ 



喔午前ら伽 


hm - - 


I ■ hi I 鸣 

ら .• ろ M が社 I 


温度/時刻合せ 


A ス 
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•時刻合ねせをおこない表示切換キーを巧したとき、または5秒間操作びなく自動的(こ表示か*祝りかわったときに時 
計動作を開始します。 

CS 9 

参約1砂が巧の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必堅はありません。それ切上の 
停電で、デジタル表示部に「-」び表示されたら時刻合わせをおこなってください。 

おはようタイマー運転 

■おはよラタイマー時刻の合わせかた 

現在時刻とおはよラタイ7—時刻カタ設定されでいないと、おはよラタイマー 
運転はでさません。 

•操が部の表示切)換キーを押しで「タイ7—をせ」にします。 

® r 時」•「分」キーを押しでタイ7—点火時刻を含わせます。 

1回押すごとに「時」は]時間、「分」は5分間進みます。 

巧 

♦表示の換キーを押しでください。 

これでおはよラタイ7—たツト時刻び記憶されました。 

デジタル表示部には現在時刻か’表示されまず。 



タイ 7 —をせ 


例:军前6時30分に含わせる場台 


r 時」キーをがしで"午前6 : 0 0" にします。 


♦ r 分 J キーを押しで"午前6 : 3 0" にします。 

E と が;,度、 •'み-点ぉ " 

_ 午前 c-nn i 働！午前タニ 

m I し I • し M—l '，こ 




：3D 


■現在時刻-おはようタイマーセツト時刻の確認 


谓在時刻の瞳誌ぶ 


♦表示祝換キーを押しで「時計合せ J に合わせます。 

ID ： 3D 時計表示に現在時刻び表示されます。 


午後 


おはよラクイマーセシ片時刻の確認 


♦表示切換キーを巧しで1■タイマー合せ」に台わせます。 

午前 C •二いつ 

U * «JU 時計表巧にタイマー它ット時刻び表示されまず。 


麵栏 ' U •コ U J . 擊 


"ら’3かが^ g 























■おはようタイマー運乾のしかた 

♦運転ボタンを巧しでください。 

(運転中の場合は運賴ボタンを巧す必要はありません。） 

•運輯するとぎのご希望の室温または、火力に合わせでください。 

挪 （腰= 7 . 8ベ—ジ） 

おはようタイマーキーを押してください 

♦おはよラタイマーランプ；び緑をに点なしまず。 

参デジタル表示部におはよラタ イマ— じッ ト時刻び表示され、おはよラタ イマー 
運転に入ります。約曰秒後に現在時刻表示になります。 

参含わせた時刻になると、おはよラタイマーたット前のが態で運転を開始します。 
f 寺動义力運乾中におはよラタイマーをじットされた揚合は、字動火力で獲お\ 

、された固定义力で運転を開始します。 j 

辭除するときは • •. 運転ボタンを押してください 

•おはよラタイマーランプか’消なします。 

参デジタル表示部(こ現在時刻び表示され、タイ7-運輯を辭陈し、消火が態にな 
、 ります。 

♦おでかけのとぎのタイマー点火は避けでください。 

•おはようタイマー運転は、おやすみ1時間運転をからちじットできます。おやすみ1時間運転後に消义し、おは 
よラタイマー時刻になると運輯を開始します。 


〈瞄除するときは…〉 



おやすみ1時間タイマー運転 


■おやずみ1時間運乾のしかた 

•運歷ボタンを押しでください。 

(運輯中の揚含は運転ボタンを押す必要はありません。） 

おやずみ1時間キーを押してください 

参おやすみ1時間ランプび緑色に点なし、おやすみ1時間運輯になります。 



〈消火するときは…〉 



•1 時間後(こ自動消乂し、同時にデジタル表示部びに FRJ になります。 

「 OFF 」 表示は運輯ボタンを巧すことじより解除され、時計表示になります。 

辭除するときは • • • おやずみ1時間キーを巧してください 

•おやすみ1時間ランプが消なし、運乾を継続します。 

消乂するときは’’-運乾ボタンを巧してください 


♦おやすみ1時間選輯は、おはよラタイマー設定後に t ットすることはできません。 


チヤイ J レド □ ック 


お寺様などによるいたずら操作の防止や、 



誤つで運転ボタンを巧しでち点义しないよラにずる機能です。 

• ス I -ーブか‘停止しでいることを確認します。 

巧 

チャイルド□ックキーを3秒政内に3回巧してください 

® チャイルド□ックが它ットされ、デジタル表示部に n - C び点なします。 

解除するときは ••••• 

再度、チャイルド□ックキーを3砂 lil 巧に3回巧してください 

•デジタル表示部の IT ホび消なし、チャイルド□ックび辭除されます。 


♦運輯中はチャイルド□ックのじットはできません。 

•停止中にチャイルド□ックをたットすると、チャイルド□ック辭除ががのすべでの操作を受け巧けません。 

(運転ボタンを巧すと n ■ホ表示の点滅でお知らせします。） 

♦チャイルド□ックかに停電か‘あつでち、再通電後をチャイルド□ックを継続します。 
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使用上の注意 


本書の「特に注意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください） J の他に、巧の項目についでちミち意し 
でください。 

•クリ-ニング店、美容院などの化尊薬品を使ラところや温室、飼胃室など、動植物の胃成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

参雷か’発生したとさ、靈（誘導霊）により一時のな過電氏か力、かってち、過電狂防止装置か*機器を保護するしくみに 
なっでいますか’、大きな雲（直擊雷など）の場合は、電ろ部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントからおいでください。 


國まま装置 


このス I ブには巧のよラな安を装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異常力 《 取り除かれでち再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


を全装置 


巧震 S 動消乂装置 
表示） 


原因-作動結果 


♦地震や強い衝撃を受けたとき 

ク 

-自己該脚モニタ ( T 可表示 
-自動的に消义 


処置方法 


♦地震によって作動した場合、周 
囲の可燃物、機器の損傷、油漏 
れ、給が気筒のはすれなど異常 
か‘ないことを確認しでから点乂 
擦作をしで < ださい。 


点乂まを装置 
燃焼制御装置 

♦フレーム□ツド 


でで 表巧 

( T 巧表示 

(透中消义） 

(不着乂） 

停電まを装置 

( 


表示） 


♦点义 S スをしたとぎ 
•違中失义をしたとさ 
♦炎か’異常にかさいと苦 


ク 


自己診脚モニタ应 
CE ] 表示 
白動的に消义 


〕表示または 


♦「曰常の点検-手入れ」(腰^13 • 
14ページ）をしでから点乂操作 
をしでください。 

•なおを異常か’ある場合は、お買 
いホめの販売店にご相談くださ 
し、。 


•停電したとぎ 
•電源プラグか‘抜けたとき 

ク 


参時計などのじットをしでから、 
点义操作をしでください。 

•電源プラグを確認しでください。 


通輩後自己診撕モニタ [££] 表示 
自動のに消义 


過熱防止装置 

•まをサーモスタット 
♦サーモスタット 


♦フイルタやス I -ーブの前面びふ 
さがつたとき 

参ストーブの前面に障害物などび 
友るとぎ 


ク 


•原因を取り除いでから点乂操作 
をしでください。 

サーモスタツトび作動した場合 
は、 U じツトボタンを巧しでく 
ださい。 


表示) 


自己診断モニタ圧 4] 表示 
白動的に消乂 



リ它ツトボタン 


♦燃焼中に停電したとき、再通電直後 （ I f 口表示)点火操化をずると [巧] または L £ 互 J 表示び出ることがあります 
び、これはス I ブの温度び一時のに上昇するためで、異常ではありません。4〜5分/ち却した後に、点火操作を 
しで < ださい。 

















その他の装置 



置の名称 


原因-作動結果 



排気管抜け検知装置 

( 圧5 I 表示） 


♦排気管の接続部がはすれたとぎ 

♦排気管抜け検知巧リード線びは 
すれたり、断線したとぎ 


•給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ•ゆるみびないか確 
認しでください。 

•排気管抜け検知巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ-脚れがな 
い力、確認しでください。 


給が気筒 


ク 


自己診断モニタ ED 表示 
ストーブの運転を停止 


—が気管接続 □ 
(長いち） 



♦回転数わ《異常にお下したとぎ 


燃焼用送風機異常検出装置 

(I Efl ] 表示） 


巧流巧送風機異常検出装置 

(d ] 表示） 


ク 


‘自己診断モニタにの表示 
■ストーブの運賴を停止 


•回輯数カタ異常に低下したとさ 


ク 


♦異常低下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしでください。 

♦なおち異常か’ある攝合は、お買 
し、巧めの販売店にご相談くださ 
い。 


•異常低下の原因を取り除いでか 
ら点义操作をしでください。 


過電流防止装置 
(表示部全消な） 


-自己診断モニタ匹互表示 
•ストーブの運転を停止 


♦巧部配線の シヨー トにより過電 
流び流れたとき 


ク 


•お貫いホめの販売店に修理を依 
頼しでください。 


異常温度検知装置 

A 機内サー S スタ 

( I で0」表示） 


•電流ヒューズびたでれ、すべでの 
運転を停止 


♦フイルタやストーブの前面びふ 
ちがったとき 

A ス I -ーブの前面に障害物などが 


0原因を取り除いでから点义操作 
をしでください。 


おるとぎ 


ク 


自己診断モニタ巧の表示 
白動的に消义 



















点検-手入れのとき のま意 _ 

点検•手入れは消义を、ストーブか*十分おえでから、必す舉源プラグをコン 1 Z ントから巧いでおこなってください。 


A ま意電気部品の分解や市販品との交換は絶巧にしないでください。 


点検-手入れ の必要項目、時期、方法 

田周囲の可燃物（使用ごと） 

♦ 松ミ主意 I ストーブの周西は、窜に整理.掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり•ミちれ（使用ごと） 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

•置台-油タンクに油漏れ.ミ由のたまりや油のにじみがないか、ときどき点検しでください。 
また、給油の際にこ[まれた口油はよくふきとってください。 

te 巧 刷— 

•ミ由漏れか’ある場台は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検-交換の目ち（シーズンの巧め） 

識 

•ゴム製送油管は、屋がで使用しないで<ださい。 

匡がでの使巧は禁止されでいます。 

•屋内でゴム製送油管を使巧しでいるときは、膨澗、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確認し、巧点があ 
るとさはを換しでください。 

巧換の§まは、3巧に一度です。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•ミ由タンク内は水やごみびたまりやすいちのです。給ミをのとき、点検しでください。 

油タンク巧の化抜きおよび掃陈は、ミ由タンク付属の取扱説明書にしたびっておこなってください。 

■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使用ごと） 

♦給排気筒およびトップの周囲(こ障害物を置いでいないか、ときどき点検 
しでください。 

•給が気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーブン初めには 
必す点検し、くちか’巣をつくったり異物か•入っているときは、必す掃除 
しでください。 

ゆ給排気筒およびが気管の接続部びはすれたり、排気管巧け検知巧リード 
線びはすれたり、断線しでいないか点検しでください。 

A 給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとさ、挑気管の接続内部 
にはめこんである0リングか’破損しでいないか確かめでください。 

•i 巧 刷 m 

♦破損しでいた場さは、お買い求めの販売店に交換を依頼しでください。 


摘排効简 
















■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナカ 《 ついでいます。ごみがたまると、なミ由の流れをさまたげで、不着 
义や途中消火の原因となります。巧のよラに掃除しでください。 

♦油タンクの送ミをノ \ルブを閱じでくださし、。 

碌 

»ストしーナの掃除□に八乃キなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを作 
り、その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしで 
<ださい。 

定ミを面器のちれたなミをやごみびを部流れ出ます。 

學 

'ストレーナを取り出しで、きれいなな油の中ですすぎミ先いをしでくだ 
さい。（水でなわないでください。） 

應巧刷 M 

組み立てるときは 

•ストレーナゴムパッキンを忘れないよラにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、底部(黒色)が'必ず 
左横になるよラに取0巧けでください。 

•ストレーナの止めねじを固くしめイ寸けでください。 

•ミ由漏れか’ないか確認しでください。 

■フィルタの掃除（週に1回な上） 

♦巧流巧送風機のフィルタびごみやほこりで目つ‘まりすると、送風力び弱くなりが気温度上昇やストーブの表面 
温度び上昇ずる原因になります。[過熱防止装置(安をサーモスタット-サーモスタット)または機巧サーミス 
夕の働きで運輯び停止する揚含びあります。] 

巧の要領でストーブ裏面のフイルタの掃除をおこなってください。 - 

•左図の矢巧のようにフィルタを上に弓芭出し、ス I -- ブ裏面から取り 
はすしでください。 

场 

•フィルタに巧着したほこりを掃除機で吸い取ってください。 

号 - 

垂掃除か‘終ねりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 

么ミ主意 I フィルタをはすしたまま運較しないでください。 

フィルタをはずしたが態で運転しますと、カーテンなどを巻さこん 
で义がになるおそれびあります。また字などをふれるとけか’をする 
おそれびありまず。 

■地震などの災害び発生したときの点検 

♦地震などの災害が発生し、ストープに振動や衝撃が如わったとさは、運較前に必ず巧の点検をおこなってください。 
•給が気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-のミ由配管からのちれ確認 

点検で異常カタみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

■定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、ス I -ーブの点検が'必票です。 

2シーズンに1回程度、シーブン終3後などに、お買いあげ店または修理資格者〔(お)曰本百';由燃焼機 
器保守協舍 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講習尝修3者(扫油機器技術管理±)など〕のい 
る販売店に点検依顚されることをおすすめします。 

旧 










—i 


IDI 


■■dH 

■p 

iHEMI 


寺動運転になつでいる 


輩源電圧 （AC100V) びおくなっている 


給排気簡トップ先端びおおわれでいる 


停電びあった表示) 


フレーム□ツドにすすがを量に巧着した 


給が気筒接続部がはすれでいる。すきまがある。 
が気管巧け検が巧リード線端ろ接続のゆるみ 


油漏れがある 


給排気筒のつま0 


ルームサーモたンサー取巧位置び悪し、 


給排気筒ェ妻不適当のため逆風現象びある 


巧流巧送風機のフィルタにほこりびたまった 


給が気筒の設置が薑壁通0でない。排気管び長すぎる 


定油面器に水、ごみの目ブまりがある 


If ム製送ミを管に空気だま0がおる 


送;由/りレブが間まっている 


地農びあつた。または、ストーブに強い衝麗をちえた 


輩源プラヴをコンたントに題しこんでいなし、 


E 日 


EE 

S 

輩 


E 5 
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■使用中に異常がありました S 、 次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びわからないときや、赃置か*むすかしいときは、お貫い巧めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
様ごす目談窓□にご連絡 < ださい。 

※デジタル表示部に自己該断モニタび表示されます。 


巧晴 • 異常の見分け方と処置方を 


■次のような規象は故障ではありません 

修理を依顯される前にちラー度お確かめください< 


初めで使巧するとき、煙やじおいび出る。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばら < 窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

ず熱点义ちなのため予熱時間び2分程度必要です。 

倚熱時間は室温により多か変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチピチ」といラ音 
びする。 

本体の部か’熱により膨張、収縮するためです。 

点义時に「ポン J と音びする。 

点义するときじ発をする着义音で、異常ではありません。 



点义時•消义時 


rn へが震白動消义 
f 一装置作動 


2;;( 点义しない) 
















■■■■1 


百田 ■■■ 

■■■■I 

百 ■ ■■ 

SBBBBSaBI 


自暫1運輯にのりかえる 


注意い電源の接続 j (0^2 ぺージ）のの容を点検する 


おおつでいるちのを巧り陈く 


し再度点乂操作をする 


設定室温、時刻などをじッ 


すすを取り除く（販売店に修理を依頼ずる) 


給が気筒接続部のはすれ、またはゆるみを直す 


ちれ箇所をしめ直す（販売店に修理を依頼する) 


給排気筒を掃除ずる 


適正な位置に取り巧け直ず 


給排気筒の取りはけを適正にする 


フイルタのほこりをブラシなどで掃除する 


養準通りに設置する 


送なノリレブをしめでストレーナをはすし、掃瞭する。油タンクの水を抜く 


ゴム製送ミを管を振る。山形になつでいる巧は平に直す 


送;'由バルブを開く 


「地震などの災喜び装生したと黃の点検」 （ C ^ 14ぺージ)の 
点検頂目を禮認し、運輯ボタンを巧し直し点义操作をする 


コンたントに確実に差しこむ 


青がの中に黄色いお(ホ义)か‘混じる。 異常ではありません。 


給排気筒の謙ら麵に婦出る。2識く SiSSSSS こる観び白く見 


ミちぎれの隙、一瞬炎が大きくなって消义する。異常ではありません。 


S 齡誇?通 gf 溫表!！ S 鷄卜；ブ詔端帶上認諸仅飄 

び出ることびある。 【まありません。4〜5分/で却した勘し、点乂探作しでくたさい。 


黒煙を出しで燃をる 


炎か大言<ならない 


室温び低いのに义が 
大さ<ならない 


電源び入らない 


爆発的な燃焼をする 


巧猫のにおいがする 


富をたてで燃无る 


ガラス円筒びすすける 


燃焼時.その他 




















自己診断モニタ 


ストーブにトラブルび発生すると、トラブル窗巧びデジタル表示部に記号表示(自己診脚モニタ)されます。 

この場含は記号表示の内容を、ストーブち側面に目 P 刷された自己診脚モニター覧表、または「故障■異常の見分けち 
と処置ち法」 （0^15. 16ページ)をご覧の上、必要な処置をしでください。 

〈自己診断モニター覧表> 



•。刷 M 

•販売店に連絡しでいただく隙は、表示しでいる自己診断モニタちおがらせください。 
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部品交換のしかた 


眉部品交換のとをのミ主意 

IA ミ主意1 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店または、 
修理資を吉〔(が)曰本召油燃焼機器保巧協含でおこなラ按術管理講習を修了者 (6 油機器按術管理±)など〕 のいる 版 
売店にご相談 < ださい。 

部品交換は： HD ナが61£固153とご指定ください。 

部品ご入巧の際には、コ□ナ製品お扱販売店で必ず コロナ 純正部品と ご指定ください。 

純正部品ながの部品をご使胤こなりますと、性能び十分に発撞されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ 
事おの原因になります。 


消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品) 


B 長期間の使巧により消巧.努化しやすい部品 囲変質.不純な巧の使巧により努化しやずい部品 

:打:;1^リンブかだム乂□プ若 ） •フレ-ム□ッド•気化筒•電磁ポンプ 


■保管（長期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検.手入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 


1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

♦ I 么ミま意 I 長期間使用しないときは、電源プラグを巧いでください。 


2•油タンクの送油ノリレブを閉じでください。 


3 •フイルタの掃除をしでください。 (厭 14 ぺージ） 


4 •定巧面器内のな油をずべで巧き取ってください。（[^14ぺ_ジ）_ 

5 •巧你のごみやほこりを取ってください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧でミ吾れを落としでから、からぶきしでください。 

7 •ストーブは据そがけたまま保管しでください。 

•温風吹出□や背面のフィルタじほこりなどがたまらないようカバーなどをかけでください。 

•どうしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないようおしまいく 
ださい。 

がタシープンに据え巧けるときじは、必すお買いずめの販売店に依頼しでください。 

•取扱説明書ち大のに保管しでください。 









FF-GX55M2 


FF-GX42M2 


気化式-屋巧巧，強制給排気お • 強制対流お 


電気点火式 


灯ミ由 （ J に1号な油) 


0.618 L/h 


0.473 L/h 


22,890 kJ/h 
熱効率86.0% 


5.47 kW 


0.20 L/h 


7,410 kJ/h 
熱効率 87 .己％ 


17,520 kJ/h 
熱効率 86.0% 


4.19 kW 


87.5% (発熱量最ル時) 


86.0% (発熱量最大時) 


標華適室 


温暖地 


寒冷地 



木 造 23.0 m 2 (14 置)まで 

コンクリート31.日 m 2 (19 置)まで 


木 造 23.0 m 2 (14 置)まで 

コンクリート 38.0 m 2 に3置)まで 


高さ600 mm 幅 466 mm 


木 造18.0 m 2 (11 置)まで 

コンク I 」ート 25.0 m 2 (15 置)まで 


木 造18.0 m 2 (11 置)まで 

コンク1」ート29•日 m 2 (18 置)まで 


奥行 238 mm (置台を含む） 



電ミ原電圧及び周波数 


電力 


給排気筒の型式の呼び 


給排気筒の呼び径 


給排気筒の壁賃通部のろし径 


20怕 


100 V 50/60 H 之 


最大消費電力(点乂時） 860/860 W 最大消費電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 23/24 W 燃焼時消費電力 16/18 W 


QU 4-7 


0 65 mm 〜 


260。(：な下 




その他の装 


巧震白動消火装置-点火安全装置 
燃焼制御装置-停電ま全装置 • 過熱防止装置 


過電流防止装置-排気管旅け検知装置 • 異常温度検知装置 
燃焼巧送風機異常検出装置 ■ 巧流巧送風機異常検出装置 


給排気筒トップ1個-スリーブ1個-遮熱板1個-ふたカパー1個 
ねじ2個-本体固定を具2個 • ゴム製送油管締付ノ ' i ； ンド2個 


標準適室は、社団る人-曰本ガス石迎機器工業含の慧定薑準によります。 
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プリント配線板端子配置図 



圓アフターサービス 


■保証について 

♦このコ□ナ百ミをストーブ(こは保証書び巧いでいまず。 

保証書は、必す「お買いあげ曰、販売店ち」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでくださし、 

♦保証期間はお買いあげいただいた曰から1を間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

参次のよラな原因による故障および、事が【こつきましでは、保証の巧象じなりませんのでを意しでください。（詳し 
くは保記書をお読みくださし、。） 

■変質なミをや不純な'油など、またな油ががの燃料使巧による故障や事故。 

■誤った使巧ちまじよる故障や事故。 

■修理を依頼されるとをについて 

• r 故障.異常の見分け方と姐置ちま j ( 岐15 . 16ぺージ)の頂にしたがってお調べください。直らないときは、ご 
使巧を中止し、必す輩源プラグを抜いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい巧容は巧の通りです。 

①品名③型式の呼び③お買い上げ曰④故障の状況（出来るだけ具体的に） 

•修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にした;びって、販売店か*修理させでいただぎます。 
♦保記期間が過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場合には、ご希望【こより有料で修理させでしげこだきます。 
♦ご不明な点や修理に関ずるご相談は、お貢い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓 aj にお問い合わせください。 

•修理料をは、按術料、部品代、出張斜などで構成されでいます。 

麵捕修巧性能部品について 

•当巧では、この製品の補修巧性能部品を製造打ちの0を、7年保有しでいます。 

•補修巧な能部品とは、その製品の機能を維持するためじ必要な部品です。 

田故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販责店または、この取扱説明雲の襲表紙に記載されでいる f お客様ごす目談窓□」にご連絡ください。 








据え付け工事は販売店に依頼ずる 


据え巧けや移動工事は販売店または据巧業者に依頼し、お客様ご有身では巧わないでください。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例 _ 

据え付けについでは、乂がず防条例、電気設備に関する按術薑準などミまちの養準か*あります。工事説明書（工事編） 
の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必ずお守りください）」をお読みになり、販売店スは据巧業蓄と 
よくごホ目談しでください。また、「標準据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 

標準 据え付け例 _____ 

ストーフ‘の据え付けは下図を満足させる位置に取り巧けでください。 



み側ち障害物は、両側にあっでをよいび給排気筒と障害物、巧燃物との距離は4日 cm 从ととってください。 

め 前ちに稱や建物びある場台は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cml ^ 上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物か‘ないよラにしでください。 

み給排気筒下面は地面から 20 cm 扮上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさか*れ 
るおそれのない高さを確保しでください。 

[マントルピースなどに設置する場をのストーブ周囲寸法] 



給排気筒を延 長ずる場を のミ主意 _ 

•給が気筒を延長する場をは、 3 m 3 曲びり似下で取がけられる場所を選定しでください。 

積雪地区における注意 _ 

♦積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさか*れないよラな取巧場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあります。 


巧お 
















据え付け後の確認 


据え巧けか•終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の f 特にミ主意しでいただぎたいこと（ををのために必 
すお守りください） J をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え巧けられで いるか^ ラ カ、 
を確認しでください。 

試運転 


試運輯は販売店または据巧業普とごいっしょに必すおこなってください。 


B 運斬準備 


1. ミ由タンクに給巧し、送ミ由経路の空気抜ぎをしでください。（暖^空気抜ぎのち法6ページ) 

2. 送油経路やストーブより;'由漏れびないか確認しでくださし、。 

3. 定ミ由面器を t ットしでください。 （0^ 定油面器のじット7ベージ） 

んに已ミ主意1電源プラグをコン 1 Z ントに根元まで確実に差しこんでください。 


■運輯(点义) 



運乾ボタンを巧して < ださい 

0運輯ランプび点減します。 

♦約2分後に点乂し、運転ランプか‘点のにかわります。 

♦点义後、約1分で温風び出始めます。 

•初めでお使いになるときは、耐熱塗料か*焼けで煙と臭いびでますので換気を 
おこなつでください。 






•異常か‘なければ微か/乂力たり換運輕キーで、自動運転から寺動による固定义 
力運転にし、乂力調節を「し〇一 1 一2一3一4一 HiJ に設定しでくださし、。 
(各乂力で1分凹上確認しでください。） 

巧 炎の状態は、青い炎のかにいくらかの黄色いお(潇火)びまじってち異瓷では 
ぁりません。 

の 炎の確認か’終3したら、白動運転キーで自動運転に戻しでください。 


■停止(消乂) 



運乾ボタンを押してください 

® 運転ランプか’消なします。 

♦消乂後は本体内部か’冷却ずるまで送風を継続し、約10分後に巧流巧送風機 
び厚止します。 


化幻願 m 

•正常運転しない場合は、「巧障.異萬の見分けちと処置方法 J (0^15 ■ 16ぺージ)を参照しでください。 
♦長期間の保管後、再び設置する場合ち「試選転」の手順にしたか。い、試運転をおこなってください. 
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r お客様ご相談窓□一覧表1 

修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご輕居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□じごホ目談くださし、。 

ち称、所在地、電話蜜号は、変更する場合か>ありますのでご3承ください。 
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